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「
生
き
が
い
」と「
自
尊
心
」

　
　
　
　
満
ち
あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り

 

は
じ
め
に

　

平
成
24
年
末
に
発
足
し
た
第
２
次
安
倍

内
閣
は
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
、

大
胆
な
金
融
緩
和
と
財
政
出
動
、
規
制
緩

和
に
よ
る
成
長
戦
略
の
３
つ
の
政
策
に
よ

り
、
大
手
企
業
は
増
収
増
益
を
確
保
し
、

一
部
に
明
る
い
兆
し
が
見
え
て
き
た
反
面
、

円
安
か
ら
原
油
な
ど
の
価
格
が
大
幅
に
上

昇
し
て
お
り
、
国
民
生
活
を
直
撃
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
景
気
回
復
は
一
部
の
大
企
業
や
そ
れ

を
抱
え
る
大
都
市
圏
に
限
ら
れ
、
地
方
で

は
、
未
だ
そ
の
恩
恵
は
及
ば
ず
、
社
会
全

体
に
閉
塞
感
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
私

は
、
地
方
自
治
を
預
か
る
身
と
し
て
、
真

の
景
気
回
復
が
図
ら
れ
、
地
方
で
も
そ
の

恩
恵
を
十
分
に
享
受
で
き
る
こ
と
を
切
に

願
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
村
政
運
営
に
お
け
る
私
の
基
本

姿
勢
と
し
て
、
知
恵
と
行
動
力
に
よ
っ
て

着
実
に
村
民
の
福
祉
を
向
上
さ
せ
る
と
の

思
い
の
下
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
「
直
接

対
話
に
よ
る
住
民
総
参
加
の
村
政
」
を
掲

に
夏
秋
ト
マ
ト
は
、
関
東
圏
の
市
場
で
好

評
を
得
て
お
り
ま
す
。
村
で
は
、
独
自
の

補
助
制
度
を
設
け
施
設
整
備
等
を
支
援
し

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
継
続
し
て

施
設
園
芸
を
振
興
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
赤
松
・
通
り
地
区
の
圃
場
整
備

事
業
も
、
一
部
を
除
き
平
成
26
年
度
に
面

工
事
が
完
了
す
る
予
定
で
す
。
大
規
模
な

ト
マ
ト
団
地
を
形
成
す
る
計
画
も
あ
り
ま

す
の
で
、
し
っ
か
り
と
支
援
体
制
を
整
え

て
ま
い
り
ま
す
。
同
時
に
、
集
落
営
農
や

農
業
生
産
法
人
の
設
立
や
農
地
集
約
に
つ

い
て
も
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
支
援
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
併
せ
て
、
山
間

地
域
の
農
業
振
興
の
た
め
、
村
の
土
地
に

あ
っ
た
作
物
の
普
及
に
取
り
組
み
、
ま
た
、

観
光
振
興
の
観
点
か
ら
も
、
や
ま
が
た
地

鶏
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
と
も
に
、
畜
肉
の
普

及
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
後
、
農
家
所
得
を
向
上
さ
せ

農
業
を
起
点
と
し
た
産
出
額
を
大
幅
に
増

加
さ
せ
る
た
め
に
も
、
農
商
工
連
携
し
た

６
次
産
業
化
を
強
力
に
推
進
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
実
践
者
と
な
る
個
々
の

農
家
の
方
々
の
担
い
手
の
掘
り
起
こ
し
と

と
も
に
、
意
欲
あ
る
若
者
の
支
援
を
強
力

に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
定
住
の
促
進
」

　

村
で
は
、
村
営
住
宅
や
子
育
て
支
援
住

宅
を
設
置
し
て
定
住
の
促
進
を
図
っ
て
お

げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
の
基

本
姿
勢
を
踏
襲
し
、
村
民
皆
様
の
福
祉
の

向
上
と
村
の
発
展
の
た
め
邁
進
す
る
覚
悟

で
ご
ざ
い
ま
す
。

 

基
本
方
針

　

私
は
、
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の

活
性
化
な
く
し
て
村
の
発
展
は
な
い
と
考

り
、
子
育
て
支
援
住
宅
に
つ
い
て
は
増
棟

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、
大
蔵

村
保
育
所
に
よ
る
０
歳
児
か
ら
の
保
育
受

け
入
れ
や
学
童
保
育
を
通
じ
て
、
子
育
て

環
境
の
整
備
に
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
各
種
予
防
接
種
に
つ
い
て
は
、

一
部
を
除
く
無
料
接
種
の
体
制
の
整
備
や
、

人
間
ド
ッ
ク
等
の
検
診
結
果
に
つ
い
て
の

事
後
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
庄
中
核
工
業
団
地
に
進
出
す

る
企
業
な
ど
を
対
象
と
し
た
雇
用
拡
大
に

向
け
た
補
助
制
度
の
新
設
な
ど
に
よ
り
、

本
村
住
民
を
優
先
し
て
雇
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
施
策
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
空
き
家
の
活
用
策
を
検
討

し
な
が
ら
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
招
聘

な
ど
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
を
増
や

し
て
い
く
施
策
も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
人
づ
く
り
教
育
」

　

人
づ
く
り
教
育
の
理
念
の
下
、
今
後
も
、

学
校
教
育
環
境
の
整
備
に
意
を
配
し
、
学

校
教
育
の
充
実
と
、
お
お
く
ら
未
来
塾
の

継
続
、
事
業
の
拡
大
に
よ
り
学
力
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
方
々
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
地
域
に
愛
着
心
を
持
っ

た
子
供
た
ち
を
育
て
ら
れ
る
よ
う
地
域
行

事
へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
・

学
校
と
連
携
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
校
生
以
上
の
若
者
を
対
象

と
し
た
海
外
研
修
を
継
続
し
、
視
野
の
広

え
て
お
り
ま
す
。
政
府
は
昨
年
秋
、
米
の

直
接
支
払
交
付
金
の
減
額
・
廃
止
と
と
も

に
、
５
年
後
を
目
途
と
し
た
減
反
の
廃
止

と
い
っ
た
農
政
の
転
換
方
針
を
決
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
も
多
く
の
農
家
が
そ
の

都
度
翻
弄
さ
れ
て
き
て
お
り
、
村
と
し
て
、

国
の
政
策
に
左
右
さ
れ
な
い
堅
実
な
農
業

振
興
を
第
１
の
基
本
方
針
と
し
ま
す
。

　

第
２
の
基
本
方
針
と
し
て
、
定
住
の
促

進
と
福
祉
の
充
実
を
掲
げ
ま
す
。
国
全
体

が
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
時
代
と
な

り
、
そ
の
傾
向
は
本
村
に
お
い
て
も
顕
著

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
活
性
化
は

い
か
に
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
ら
れ

る
か
が
大
き
な
鍵
と
な
っ
て
お
り
、
村
民

が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
整

備
と
と
も
に
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え

る
福
祉
の
充
実
し
た
村
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
併
せ
て
、
雇
用
の
創
出
に
も
意
を

配
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
３
の
基
本
方
針
と
し
て
、
人
づ
く
り

教
育
を
掲
げ
ま
す
。
私
は
、
住
み
よ
い
村

づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら
と
考
え
て
お
り
、

将
来
を
担
う
若
者
に
は
、
広
い
視
野
と
識

い
担
い
手
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
各

地
区
公
民
館
等
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
し
、

各
世
代
の
住
民
が
手
軽
に
自
己
啓
発
で
き

る
よ
う
な
環
境
整
備
に
も
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

「
安
心
安
全
な
村
づ
く
り
」

　

本
村
の
場
合
、
異
常
気
象
に
よ
る
記
録

的
な
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
、
河
川

の
増
水
に
よ
る
災
害
へ
の
備
え
を
第
１
に

考
え
る
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。
村
と
し

て
、
村
道
の
安
全
な
通
行
確
保
の
た
め
の

改
良
事
業
の
実
施
と
と
も
に
、
河
川
の
増

水
に
よ
る
災
害
の
未
然
防
止
の
た
め
、
関

係
機
関
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
と

協
力
し
排
水
ポ
ン
プ
車
の
配
備
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
震
災
や
集
中
豪
雨
災
害
な
ど
を

見
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
ま
た
、
子
供
た

ち
に
は
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
愛
郷
心
の

醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
学
習
意
欲
の
向

上
を
目
指
し
た
学
校
教
育
の
推
進
な
ど
、

誰
で
も
・
ど
こ
で
も
・
手
軽
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
人
づ
く
り
教
育
の
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
４
の
基
本
方
針
と
し
て
、
災
害
に
強

い
安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。
特
に
、
昨
年
７
月
に
は
記
録
的
な
集

中
豪
雨
に
よ
り
、
村
内
４
集
落
が
孤
立
し

た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
日
頃
か
ら
こ
う
し
た
自
然
災
害
へ

の
備
え
を
的
確
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
５
の
基
本
方
針
と
し
て
、
観
光
業
の

振
興
・
再
生
を
掲
げ
ま
す
。
昨
年
11
月
末

に
肘
折
希
望
大
橋
が
開
通
し
た
こ
と
を
契

機
と
し
て
、
肘
折
温
泉
を
核
と
し
た
観
光

業
の
振
興
・
再
生
に
、
進
取
の
気
概
で
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
農
業
の
振
興
」

　

本
村
の
農
業
は
、
近
年
、
園
芸
作
物
に

よ
る
産
出
額
が
著
し
い
伸
び
を
示
し
、
特

経
験
し
て
、
改
め
て
住
民
同
士
の
助
け
合

い
の
重
要
性
を
認
識
い
た
し
ま
し
た
。
今

後
は
、
各
地
区
に
自
主
防
災
組
織
を
立
ち

上
げ
、
自
分
た
ち
の
安
全
を
地
域
住
民
自

ら
守
る
と
い
っ
た
意
識
の
醸
成
に
も
意
を

配
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
観
光
業
の
振
興
・
再
生
」

　

本
村
の
観
光
業
は
、
震
災
や
豪
雪
、
肘

折
温
泉
に
通
じ
る
県
道
崩
落
な
ど
に
よ
り
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
昨
年

11
月
30
日
に
開
通
し
た
「
肘
折
希
望
大

橋
」
を
新
た
な
地
域
資
源
と
し
て
、
観
光

誘
客
に
大
い
に
活
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
今
年
度
は
Ｊ
Ｒ

の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
山
形
県
を
主
体
と
し
て
展
開
さ
れ
、
多

様
な
機
会
を
と
ら
え
て
観
光
Ｐ
Ｒ
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
村
で
も
、
関
係
機
関
と
協
力

し
、
仙
台
圏
や
首
都
圏
で
の
観
光
誘
客
活

動
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
観
光
振
興
を
側
面
か
ら
支
援

す
る
た
め
に
も
、
村
の
新
た
な
特
産
品
開

発
に
意
を
配
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

終
わ
り
に

　

大
蔵
村
は
、
県
内
で
最
も
小
さ
な
村
で

す
が
、
小
さ
な
村
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
福

祉
向
上
を
目
指
し
、
村
民
皆
様
方
が
心
寄

せ
あ
っ
た
協
働
の
村
づ
く
り
に
邁
進
す
る

覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
26
年
度 

施
政
方
針

　

村
議
会
３
月
定
例
会
で
、
本
年
度
の

村
政
の
基
本
と
な
る
平
成
26
年
度
施
政

方
針
が
村
長
よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
要
旨
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

平成25年度海外研修より（ドイツにて）
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平成26年度

一般会計
予　　算

村税
9.0％ 総務費

15.8％

公債費
10.0％

議会費 2.0％

民生費
16.5％

衛生費
9.6％

労働費 0.3％

農林
水産業費
8.8％

商工費 3.5％

予備費 0.1％

地方譲与税・
交付金等
0.9％

地方消費税交付金 0.7％ 自動車取得税交付金 0.1％

土木費
19.4％

消防費
3.6％

教育費
8.6％

災害復旧費
1.8％分担金及び

負担金等
3.5％

繰入金
6.6％

地方交付税
51.5％

国庫支出金
7.6％

村債
12.5％

県支出金
7.6％

自主財源 19.1％

依
存

財
源 80.9％

33億8千万円
前年度比
1億8千万円減額

（−5.1%）

　一般会計予算の約半分を地方交付税
に依存しており、国の施策に左右され
やすい厳しい状況下ではありますが、
課税客体が極めて少ない本村では村税
などの自主財源をできるだけ確保する
よう努めています。さらに、村の借入
金である地方債や国からの交付金を有
効に活用しています。
　一方、村の実情に応じた自主的な財
政運営を行うことができるよう内部的
経費の削減をすすめ、効率的な行財政
運営に努めてまいります。

会　計　名 本　年　度 前　年　度 増減率�%

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計 4億7,100万円 4億8,000万円 △1.9

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計 1億3,700万円 1億5,400万円 △11.0

特定環境保全公共
下水道事業特別会計 1億5,500万円 1億4,570万円 6.4

へ き 地 診 療 所
特 別 会 計 2億2,000万円 3億4,400万円 △36.0

介 護 保 健
特 別 会 計 3億2,500万円 3億2,100万円 1.2

浄 化 槽 整 備 事 業
特 別 会 計 3,200万円 2,770万円 15.5

後 期 高 齢 者
医 療 特 別 会 計 3,300万円 3,060万円 7.8

合 　 　 計 13億7,300万円 15億300万円 △8.6

特　別　会　計

歳入構成比 目的別歳出構成比

一　般　会　計

総　務　費	 534,780千円
─ 村の統括的事務や政策的事業などに使うお金 ─
広域行政の推進	 165,781千円
村民海外研修事業	 5,000千円
村営バス運行事業	 3,737千円
地域活性化広報事業	 3,200千円

民　生　費	 557,223千円
─ お年寄りや児童福祉などに使うお金 ─

障害福祉費	 104,340千円
老人福祉費	 90,917千円
児童手当	 54,000千円
要援護者巡回事業	 1,200千円

農林水産業費	 296,105千円
─ 農業振興などに使うお金 ─

戦略的園芸産地拡大支援事業費補助金	 46,864千円
中山間地域直接支払交付金事業	 40,625千円
赤松通り地区基盤整備事業	 20,800千円

衛　生　費	 324,456千円
─ 保健衛生やゴミ処理などに使うお金─

へき地診療所運営費繰出金	 66,300千円
広域行政の推進（環境衛生）		 49,435千円
太陽光発電システム等設置事業	 30,700千円
ゴミ収集事業	 12,254千円

教　育　費	 292,379千円
─ 学校教育・社会教育などに使うお金 ─

小・中学校管理運営費	 103,018千円
スクールバス運行管理費	 34,836千円
生涯学習センター管理事業	 14,851千円
おおくら未来塾事業	 2,500千円

消　防　費	 120,459千円
─ 消防体制維持などに使うお金 ─

広域行政の推進（常備消防）	 	69,941千円
消防施設整備費	 15,192千円
自主防災組織設立支援事業	 9,600千円

災害復旧費	 60,967千円
豪雨や豪雪等による道路・農地等の災害復旧事業

　平成26年度当初予算については、5つの基本方
針「農業の振興」「定住の促進と福祉の充実」「人
づくり教育の充実」「災害に強い安心・安全な村
づくり」「観光業の振興・再生」を掲げ、この方
針に沿った予算編成を行いました。

一 般 会 計
目的別の予算額と主な事業内容を

お知らせします。

 ─ 農業の振興 ─ 
◎赤松通り地区県営農地整備事業
◎園芸担い手育成事業費への補助（継続）
◎村特産品開発により６次産業化を推進する、
農と食による地域の魅力創造事業

 ─ 定住の促進と福祉の充実 ─ 
◎子育て支援住宅１棟（５世帯分）を新たに建設
◎大蔵村保育所０歳児からの保育受入れ（継続）
◎村内保育所にエアコンを設置
◎中学生までの医療費無料化や各種予防接種に
対する助成などの支援対策（継続）

 ─ 人づくり教育の充実 ─ 
◎中学生を対象とする村営塾（継続）
◎本村の若者を対象とする海外研修事業（継続）
◎先進事例地に学ぶふるさと人材育成研修事業
 ─ 災害に強い安心・安全な村づくり ─ 
◎村内23地区を対象とした自主防災組織設立
支援事業
◎太陽光発電式の街路灯を設置する再生可能エ
ネルギー等導入事業

 ─ 観光業の振興・再生 ─ 
◎肘折希望大橋に続く新名所づくりを目指す、
魅力ある観光地創造事業
◎２次交通の整備、各種ツアーの造成支援、ガ
イドの育成を図る地域限定旅行業事業化促進
事業
◎広報用ペットボトルとマスコットキャラクタ
ー制作、村ホームページのリニューアルなど
の地域活性化広報事業

土　木　費	 655,012千円
─ 道路整備や除雪などに使うお金 ─

道路新設改良事業	 199,022千円
子育て支援住宅建設事業	 123,618千円
村道除排雪対策事業	 105,814千円
道路維持事業	 63,400千円
住宅リフォーム総合支援事業	 7,500千円

商　工　費	 117,355千円
─ 商工業振興などに使うお金 ─

地域活性化促進事業	 35,199千円
大蔵村商工会貸付金	 20,000千円
魅力ある観光地創造事業	 3,000千円
やまがたＤＣ特別事業	 1,000千円
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生活習慣  見直そう
あなたとあなたの大切な人のために

　

平
成
25
年
度
自
治
功
労
者
表
彰
式
が
3

月
12
日
（
水
）、
役
場
庁
舎
会
議
室
で
行

わ
れ
、
村
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
た
10
名

の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

❖
表
彰
状
受
賞
者
❖

菅
　
野
　
　
　
熟

地
区
代
表　
　
　
　
　

15
年
9
月

半
　
田
　
和
　
広

ふ
る
さ
と
納
税　
　

1
0
0
万
円

❖
感
謝
状
受
賞
者
❖

須

藤

英

光

個
人
情
報
保
護
審
査
会
委
員　

10
年
9
月

髙
　
橋
　
一
　
平

学
校
教
員　
　
　
　
　

10
年
9
月

早
　
坂
　
次
　
代

学
校
教
員　
　
　
　
　

10
年
9
月

佐
　
藤
　
　
　
久

文
化
財
保
護
委
員　
　

15
年
9
月

国
　
分
　
治
　
満

文
化
財
保
護
委
員　
　

15
年
9
月

安
　
彦
　
春
　
美

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員　

15
年
9
月

村
　
上
　
美
　
晴

ふ
る
さ
と
納
税　
　
　

30
万
円　

櫻
　
井
　
和
　
枝

ふ
る
さ
と
納
税　
　
　

10
万
円　

地
区
代
表	

（　

）
内
は
世
帯
数

熊
　
　
高　
　

矢　

口　
　
　

智
（
30
）

通
　
　
り　
　

国　

分　

健　

一
（
21
）

白
須
賀　
　

門　

脇　

美
知
男
（
86
）

上
竹
野　
　

八　

鍬　
　
　

勲
（
23
）

比
良
稲
沢　
　

成　

沢　

由
紀
彦
（
21
）

藤
田
沢　
　

鈴　

木　

忠　

良
（
20
）

　
桂
　　
　

長　

南　
　
　

進
（
18
）

清
水
一　
　

佐　

藤　
　
　

勇
（
41
）

清
水
二　
　

早　

坂　

孝　

一
（
47
）

清
水
三　
　

早　

坂　

嵩　

志
（
32
）

清
水
台　
　

戸　

塚　

美
智
也
（
7
）

合
　
　
海　
　

半　

田　

秀　

明
（
156
）

作
の
巻　
　

安　

彦　
　
　

勲
（
17
）

大
　
　
坪　
　

野

崎

忠

雄
（
42
）

　
塩
　　
　

林　
　
　
　
　

悟
（
37
）

柳
　
　
渕　
　

伊　

藤　

冨
士
夫
（
8
）

肘
　
　
折　
　

須　

藤　

修　

一
（
106
）

金
　
　
山　
　

菅　

野　
　
　

熟
（
17
）

鍵
金
野　
　

早　

坂　

智　

義
（
5
）

豊
　
　
牧　
　

中　

島　

敏　

幸
（
36
）

滝
の
沢　
　

門　

脇　

幸　

一
（
15
）

沼
の
台　
　

中　

島　

千
登
志
（
33
）

平
　
　
林　
　

岡　

部　

孝　

夫
（
14
）

赤
　
　
松　
　

八　

鍬　

信　

一
（
69
）

烏
　
　
川　
　

片　

見　

善
太
郎
（
60
）

升
　
　
玉　
　

八　

鍬　

静　

雄
（
9
）

季
の
里　
　

小

屋

久

好
（
48
）

　

健
康
は
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
イ
キ
イ
キ
と
し
た
豊
か
な

人
生
を
過
ご
す
た
め
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も

の
で
す
。

　

3
月
2
日
（
日
）、
健
康
の
つ
ど
い
が
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
に
よ

っ
て
自
分
自
身
と
周
囲
の
み
ん
な
が
健
康
な
生
活
を
楽
し

み
、
活
力
あ
る
健
康
村
の
実
現
を
目
指
し
て
い
こ
う
と
、『
生

活
習
慣 

見
直
そ
う 

あ
な
た
と
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め

に
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
表
彰
式
や
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
委
員
に
よ
る
寸
劇
、
講
師
を
招
い
て
の
講
演
会
な
ど

様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

寸
劇
で
の
診
療
所
の
先
生
方
の
名
演
技
や
、
年
を
重
ね
る

ご
と
ハ
ツ
ラ
ツ
と
し
た
生
活
を
送
る
講
師
の
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
た
お
話
に
、
約
4
5
0
人
も
の
皆
さ
ん
が
集
っ
た
会
場
は

笑
い
声
で
あ
ふ
れ
返
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
40
代
ま
で
の

若
い
方
も
積
極
的
に
健
診
を
受
け
る
こ
と
、
お
茶
の
み
は
漬

け
物
や
お
菓
子
の
な
い
「
カ
ラ
茶
」
を
実
践
す
る
な
ど
、
み

ん
な
で
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

農
事
代
表	

（　

）
内
は
農
家
数

熊
　
　
高　
　

矢　

口　

君　

人
（
12
）

通
　
　
り　
　

国　

分　

正　

也
（
17
）

白
須
賀　
　

加　

藤　

清　

一
（
41
）

上
竹
野　
　

斉　

藤　

泰　

次
（
12
）

比
良
稲
沢　
　

国　

分　

啓　

一
（
11
）

藤
田
沢　
　

鈴　

木　
　
　

求
（
12
）

　
桂
　　
　

長　

南　

敏　

広
（
14
）

清
　
　
水　
　

海　

藤　

一　

利
（
29
）

合
　
　
海　
　

小　

野　

隆　

一
（
45
）

作
の
巻　
　

国　

分　

政　

光
（
11
）

大
　
　
坪　
　

高　

橋　

竜　

也
（
29
）

 　

塩　

 　
　

小　

関　
　
　

篤
（
25
）

柳
　
　
渕　
　

早　

坂　

秀　

一
（
11
）

肘
　
　
折　
　

早　

坂　

松　

一
（
25
）

金
　
　
山　
　

結　

城　

広　

行
（
9
）

鍵
金
野　
　

早　

坂　

敏　

雄
（
1
）

豊
　
　
牧　
　

須　

藤　

修　

一
（
34
）

滝
の
沢　
　

黒　

沼　

昭　

悦
（
15
）

沼
の
台　
　

佐　

藤　

武　

義
（
27
）

平
　
　
林　
　

海　

藤　

信　

夫
（
14
）

赤
　
　
松　
　

五
十
嵐　
　
　

寿
（
37
）

烏
　
　
川　
　

斉　

藤　

清　

一
（
33
）

升
　
　
玉　
　

八　

鍬　
　
　

修
（
12
）

お
世
話
に
な
り
ま
す

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

平
成
25
年
度

自
治
功
労
者
表
彰
式

平
成
25
年
度

自
治
功
労
者
表
彰
式

平
成
25
年
度

自
治
功
労
者
表
彰
式

平
成
25
年
度

自
治
功
労
者
表
彰
式

平
成
25
年
度

自
治
功
労
者
表
彰
式

平
成
25
年
度

自
治
功
労
者
表
彰
式

〜
村
の
発
展
に

貢
献
い
た
だ
い
た

10
名
が
受
賞
〜

▲講師は、日本が誇る名脇役
笹野高史さん

▲名演技光る ! 伊藤なみへい&
荒川たごさくじいさん

▲これからも続けようね、
むし歯予防!

むし歯がひとつも無かった
口腔衛生優秀者の皆さんです

○三歳児の部
斉藤　　優（合　海）須藤　聖琳（合　海）
斉藤　凜珠（清水二）安彦　有晴（作の巻）
矢作　華子（合　海）加藤　魁莉（大　坪）
佐藤　望愛（清水一）中島　羽翼（豊　牧）
阿部　麻央（清水二）加藤さくら（白須賀）
加藤　琉音（白須賀）長南　琉綺（肘　折）
片見　優那（烏　川）柴田　優王（季の里）
八鍬　大和（　塩　）渡辺　美妃（合　海）
早坂　心結（大　坪）八鍬　帝尊（赤　松）

○就学時の部
髙橋　柚稀（合　海）熊谷　壮平（季の里）
森　　駿太（　塩　）三條　那月（合　海）
国分　梛人（赤　松）海藤　大雅（清水三）
加藤　絆那（大　坪）甲州　恵深（肘　折）
矢口　久遠（季の里）海藤　煌生（清水三）
早坂　美来（白須賀）加藤　　蓮（白須賀）
佐々木彩見（肘　折）佐藤　歩生（藤田沢）
八鍬　和輝（　塩　）

○中学生の部
佐藤総一郎（清水一）林　　知穂（上竹野）
八鍬　大樹（季の里）大鳥　朱音（清水三）
柿崎　知里（　塩　）野﨑　杏菜（大　坪）
伊藤　清人（清水二）笹原　聖矢（肘　折）
林　　香織（熊　高）押切　優香（合　海）
長南　優香（　桂　）加藤　　遼（大　坪）

若槻　健太（合　海）
　　　　　　　　　　　

○三歳児口腔衛生　　
優秀者の保護者

須藤　直美（合　海）
加藤　　香（大　坪）
加藤　真理（白須賀）
八鍬　美穂（　塩　）

生活習慣  見直そう
あなたとあなたの大切な人のために

〜第34回　大蔵村健康のつどい〜
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４
月
１
日
付
で
、
村
職
員
人
事
異
動
が

次
の
よ
う
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。（（　

）
内
は
前
任
）

〈
昇
　
　
任
〉

地
域
整
備
課
長	
髙
山
　
和
広

（
地
域
整
備
課
課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
）

健
康
福
祉
課
課
長
補
佐	

小
野
　
秀
司

（
健
康
福
祉
課
福
祉
主
査
）

地
域
整
備
課
課
長
補
佐	

長
南
　
正
寿

（
産
業
振
興
課
農
地
主
査
兼
農
地
係
長
）

産
業
振
興
課
農
政
主
査	

田
部
井
英
俊

（
産
業
振
興
課
農
政
係
長
）

沼
の
台
保
育
所
長	

横
山
　
芳
江

（
大
蔵
村
保
育
所
主
任
保
育
士
）

産
業
振
興
課
農
政
係
長	

今
井
　
啓
之

（
産
業
振
興
課
主
任
）

住
民
税
務
課
国
保
年
金
係
長	

三
原
　
伸
也

（
住
民
税
務
課
主
任
）

地
域
整
備
課
建
設
係
長	

門
脇
　
　
毅

（
地
域
整
備
課
主
任
）

地
域
整
備
課
主
任	

鈴
木
　
祐
一

（
地
域
整
備
課
主
事
）

総
務
課
主
事	

須
田
　
　
純

（
総
務
課
主
事
補
）

産
業
振
興
課
主
事
　
　
　
　
八
鍬
む
つ
美

（
産
業
振
興
課
主
事
補
）

〈
異
　
　
動
〉

住
民
税
務
課
長	

柏
沢
　
敏
晴

（
地
域
整
備
課
長
）

肘
折
保
育
所
長	

八
鍬
　
雪
子

（
肘
折
保
育
所
長
兼
沼
の
台
保
育
所
長
）

地
域
整
備
課
維
持
管
理
係
長	

佐
藤
　
美
輝

（
危
機
管
理
室
消
防
防
災
係
長
）

危
機
管
理
室
消
防
防
災
係
長	

若
槻
　
　
寛

（
住
民
税
務
課
住
民
係
長
）

住
民
税
務
課
住
民
係
長	

羽
賀
　
明
美

（
教
育
委
員
会
教
育
総
務
係
長
）

産
業
振
興
課
農
地
係
長	

井
上
　
英
樹

（
地
域
整
備
課
維
持
管
理
係
長
）

大
蔵
村
保
育
所
主
任
保
育
士	

小
内
　
仁
美

（
沼
の
台
保
育
所
主
任
保
育
士
）

沼
の
台
保
育
所
調
理
師	

加
藤
　
里
美

（
肘
折
保
育
所
調
理
師
）

肘
折
保
育
所
調
理
師	
伊
藤
　
清
美

（
大
蔵
小
学
校
用
務
員
）

〈
出
　
　
向
〉

教
育
委
員
会
教
育
総
務
係
長	

早
坂
　
健
司

（
住
民
税
務
課
国
保
年
金
係
長
）

〈
新
　
　
採
〉

平
成
26
年
4
月
1
日
付
　

住
民
税
務
課
主
事
補	

早
坂
　
優
範

産
業
振
興
課
主
事
補	

斉
藤
　
千
絵

大
蔵
村
保
育
所
保
育
士	

八
鍬
　
美
幸

大
蔵
村
保
育
所
保
育
士	

佐
藤
　
裕
美

〈
退
　
　
職
〉

平
成
26
年
3
月
31
日
付
　

土
屋
　
　
徹
（
住
民
税
務
課
長
）

安
喰
　
裕
紀 

（
大
蔵
村
診
療
所
薬
剤
主
査
）

安
彦
　
智
子
（
産
業
振
興
課
農
政
主
査
）

人
事
異
動
と
職
員
執
行
体
制

人
事
異
動
と
職
員
執
行
体
制

人
事
異
動
と
職
員
執
行
体
制

住 民 税 務 課
課 長 柏 沢 敏 晴
住 民 係 長 羽 賀 明 美
税 務 係 長 中 島 輝 美
国 保 年 金 係 長 三 原 伸 也
主 任 早 坂 広 行
主 任 早 坂 直 彦
主 任 信 田 祐 作
主 事 早 坂 洋 大
主 事 補 早 坂 優 範

教 育 委 員 会
教 育 次 長 長 南 悦 雄
教 育 次 長 補 佐 佐 藤 利 男
指 導 主 幹 田 中  　 滋
生涯学習主査兼
生 涯 学 習 係 長 八 鍬 博 幸
教 育 総 務 係 長 早　坂　健　司
主 任 松 田 祐 介
主 任 早 坂 和 洋
主 事 佐 藤 寛 子

（大蔵小学校）
調 理 師 佐　藤　ケイ子
調 理 師 國 分 愛 子

（大蔵中学校）
調 理 師 信　田　智恵子
調 理 師 国　分　真理子
用 務 員 志 村 敏 子

大蔵村診療所
診 療 所 長 荒 川 光 昭
歯 科 医 長 伊 藤 充 也
事 務 長 国 分 浩 一
主 任 看 護 師 大 竹 弘 美
主 任 看 護 師 佐 藤 睦 子
主 任 看 護 師 渡　辺　美津代
主 任 看 護 師 若 槻 和 枝
主任歯科衛生士 齊 藤 恵 子
歯 科 技 工 士 竹 田 洋 之
歯科医療事務員 小　屋　喜代子
歯 科 助 手 鈴　木　二三子

健 康 福 祉 課
課 長 滝 沢 恒 彦
課 長 補 佐 小 野 秀 司
保 健 師 長 長 南 智 美
健康衛生主査兼
健 康 衛 生 係 長 東 谷 英 真
福 祉 係 長 八 鍬  　 弘
主 任 今 田 智 紀
保 健 師 早　坂　八千代
保 健 師 池 田 和 生
主 事 補 横 山 鳳 夫

（大蔵村保育所）
保 育 所 長 八 鍬 市 子
主 任 保 育 士 小 内 仁 美
保 育 士 八 鍬 那 奈
保 育 士 八 鍬 美 幸
保 育 士 佐 藤 裕 美
調 理 師 田　中　二三代
調 理 師 笠 原 和 代
用務員兼調理師 小　屋　こづえ

（肘折保育所）
保 育 所 長 八 鍬 雪 子
保 育 士 佐 藤 友 美
調 理 師 伊　藤　清　美

（沼の台保育所）
保 育 所 長 横 山 芳 江
調 理 師 加 藤 里 美

産業振興課
課 長 信 田 春 夫
課 長 補 佐 越　後　　　享
農村整備主査兼
農 村 整 備 係 長 佐 藤 克 也
商工観光主査兼
商 工 観 光 係 長 鳴　海　由紀子
農 政 主 査 田部井　英　俊
農 地 係 長 井 上 英 樹
農 政 係 長 今 井 啓 之
主 任 伊 藤 浩 司
主 事 八　鍬　むつ美
主 事 補 斉 藤 千 絵

農業委員会（兼任）

事 務 局 長 信 田 春 夫
事 務 局 員 井 上 英 樹

村　長　加　藤　正　美 教育長　矢　口　　　仁

総 　 務 　 課
課 長 安 彦 加 一
課 長 補 佐 矢　口　真二郎
財 政 係 長 佐 藤 信 一
総 務 係 長 岡 部 雅 人
政 策 推 進 係 長 井 上 沙 織
主 任 元 木 文 恵
主 事 須 田  　 純
用 務 員 長　南　みはる

（危機管理室）
室長兼危機対策係長 早 坂 勇 一
消 防 防 災 係 長 若 槻 　 寛

地 域 整 備 課
課 長 髙 山 和 広
課 長 補 佐 長 南 正 寿
上 下 水 道 主 査 八 鍬 泰 一
維 持 管 理 係 長 佐 藤 美 輝
上 下 水 道 係 長 八 鍬 充 教
建 設 係 長 門　脇　　　毅
主 任 小 林 大 輔
主 任 鈴 木 祐 一

議 会 事 務 局
事 務 局 長 高 橋 清 蔵

会 　 計 　 室
会 計 管 理 者 兼
出 納 係 長 八 鍬 君 佳
主 任 柴 田 浩 充

選挙管理委員会（兼任）

書 記 長 安 彦 加 一
書 記 矢　口　真二郎
書 記 佐 藤 信 一
書 記 岡 部 雅 人
書 記 井 上 沙 織
書 記 元 木 文 恵
書 記 須 田　　 純

監査委員事務局（兼任）
書 記 高 橋 清 蔵

固定資産評価審査委員会（兼任）
書 記 安 彦 加 一

新
規
採
用
職
員
を

紹
介
し
ま
す

斉藤　千絵
年齢：24歳
趣味：吹奏楽

八鍬　美幸
年齢：30歳
趣味：ラーメン巡り

佐藤　裕美
年齢：26歳
趣味：音楽鑑賞

内線番号 直通電話番号 内線番号 直通電話番号 内線番号 直通電話番号

総　務　課

総　務　係
内線211・212

75-2111㈹ 住民税務課

住　民　係
内線261・262

75-2103
産業振興課

農　政　係
内線234

75-2105
財　政　係
内線213

税　務　係
内線251・252

農　地　係
内線233

政策推進係
内線214

国保年金係
内線263

農村整備係
内線233

危機管理室
危機対策係
内線240 75-2170 健康福祉課

健康衛生係
内線271・272

75-2104
商工観光係
内線232

危機管理室
消防防災係
内線241

福　祉　係
内線273・274・275

大蔵村教育委員会
大蔵村中央公民館 75-2323

地域整備課

維持管理係
内線223

75-2102

社 会 福 祉
協　議　会

事　務　局
内線273 75-2104 赤松生涯学習センター 75-2212

建　設　係
内線224 会　計　室 出　納　係

内線204 75-2111㈹ 大　蔵　村　診　療　所 75-2355
上下水道係
内線221 議会事務局 事　務　局

内線322 75-2111㈹ ◎役場への電話は直通電話をご利用ください。
※回線状況により、直通にならない場合がありますのでご了承ください。

早坂　優範
年齢：22歳
趣味：ドライブ
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こ
の
度
、
鈴
木
君
德
さ
ん
（
大
坪
）
が
、

消
防
庁
長
官
表
彰
功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま

し
た
。
鈴
木
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
4
月
に

村
消
防
団
員
を
拝
命
以
来
、
分
団
長
や
副

団
長
を
歴
任
し
、
平
成
20
年
6
月
か
ら
は

消
防
団
長
と
し
て
堅
実
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
村
消
防
団
組
織
の
強
化
を
図
り
、

火
災
現
場
等
で
村
民
の
生
命
や
財
産
を
守

る
た
め
、
45
年
の
永
き
に
亘
り
消
防
団
活

動
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、元
教
員
の
髙
橋
史
郎
さ
ん
（
清
水
三
）
が
、

高
齢
者
叙
勲
の
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
う
子
弟
の

教
育
を
熱
望
し
、
昭
和
23
年
4
月
よ
り
教
職
の
道
に

入
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
昭
和
48
年
4
月
よ
り
教
頭

歴
6
年
、
昭
和
54
年
4
月
よ
り
校
長
歴
7
年
に
及
び
、

戦
後
の
激
動
期
か
ら
36
年
余
り
の
永
き
に
亘
り
、
公

立
小
中
学
校
の
現
場
一
筋
に
、
義
務
教
育
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
の
教
育
界
の
指
導
者
と
し

て
、
最
上
地
区
の
教
育
振
興
に
尽
く
さ
れ
た
数
々
の

功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
こ
の
度
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
、「
今
な
お
、
地
域
の
方
々
に
先
生

と
慕
っ
て
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が
た
く
と
て
も
光
栄

に
思
い
ま
す
。」と
受
章
の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

髙 橋 史 郎さん

瑞
ず い

宝
ほ う

双
そ う

光
こ う

章
しょう

を受章

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
4
月
1
日
付
で
、

国
分
亨
さ
ん
（
通
り
）
が
再
任
、
中
島
信

一
さ
ん
（
沼
の
台
）
が
新
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
は
、

中
立
的
・
専
門
的
な
立
場
か
ら
固
定
資
産

課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
関
す
る

不
服
の
審
査
及
び
決
定
を
行
い
、
固
定
資

産
税
の
課
税
の
公
平
を
保
つ
た
め
、
議
会

の
同
意
を
得
て
村
長
よ
り
選
任
さ
れ
る
も

の
で
す
。

　

今
後
と
も
ご
尽
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

消
防
庁
長
官
表
彰
功
労
章
受
章

鈴 

木 

君 

德
さ
ん

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て中島　信一 氏

（沼の台）
国分　亨 氏
（通り）

沼
の
台
保
育
所

沼
の
台
防
災
セ
ン
タ
ー

　

照
明
は
、
全
て
省
エ
ネ
か
つ
長

寿
命
で
よ
り
明
る
い
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
窓
は
、
２
重
サ

ッ
シ
を
採
用
す
る
こ
と
で
断
熱
性

を
高
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
杉
板

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
う
こ
と
で
、
木

の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
あ
た
た
か
い

空
間
が
演
出
さ
れ
て
お
り
、
全
室

段
差
の
な
い
オ
ー
ル
バ
リ
ア
フ
リ

ー
が
特
徴
で
す
。

　

保
育
所
の
保
育
室
と
遊
戯
室
に

は
床
暖
房
が
設
置
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
は
寒
い
冬

も
快
適
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、

調
理
室
が
新
設
さ
れ
、

４
月
か
ら
は
念
願
の
給

食
が
実
施
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

防
災
セ
ン
タ
ー
に
は
、
水
や
非

常
食
、
災
害
時
の
生
活
必
需
品
な

ど
を
備
蓄
す
る
倉
庫
が
設
け
ら
れ
、

さ
ら
に
自
家
発
電
機
を
備
え
て
防

災
機
能
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
は
対
策
本
部
と
し

て
活
用
す
る
ほ
か
、
防
災
に
つ
い

て
の
講
習
会
を
実
施
し
、
地
す
べ

り
な
ど
の
自
然
災
害
が
比
較
的
多

い
四
ヶ
村
地
区
に
お
い
て
、
日
頃

か
ら
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
の

活
動
に
利
用
し
て
い
き
ま
す
。

沼
台
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

体
育
館

　

耐
震
の
た
め
、
鉄
骨
等
の
補
強

工
事
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
老

朽
化
が
進
ん
で
い
た
屋
根
の
ふ
き

替
え
や
、
壁
面
の
補
修
、
塗
装
を

行
い
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
気
持
ち

よ
く
安
心
し
て
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▲旧沼台小中学校の思い出が残る体育館は、
防災センターと渡り廊下でつながっています

▲明るくてあたたかい保育室で
元気に遊ぶ子どもたち

　

平
成
26
年
３
月
20
日（
木
）、
旧
沼
台
小
中
学
校
の
跡
地
に
、
老
朽

化
に
伴
い
移
転
、
新
築
が
進
め
ら
れ
て
い
た
沼
の
台
保
育
所
が
完
成

し
、
防
災
セ
ン
タ
ー
と
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育
館
が
併
設
さ
れ
た

複
合
施
設
と
し
て
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
行
わ
れ
た
開
所
式

で
は
、
村
関
係
者
や
地
元
の
皆
さ
ん
約
40
人
が
参
加
し
て
、
玄
関
前

で
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
真
新
し
い
施
設
内
に
移
動
し
て
完
成
を

祝
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
施
設
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

沼の台保育所、沼の台防災センター
　　　沼台生涯学習センター体育館完成

▶
正
面
玄
関
に
は
、
公
共
施
設
で
の
使
用

が
県
内
初
と
な
る
有
機
Ｅ
Ｌ
パ
ネ
ル
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置　

来
所
者
を
温
か
く

迎
え
ま
す

■
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地域素材を活かして 「大蔵」らしく
美しい村づくり講演会

Oh!蔵SPORTキッズダンス
「TUY社長賞」受賞 !

肘折で待ってるよ!
おおくら君20世完成

月山ジオパーク構想シンポジウム
肘折で開催

　 3 月14日（金）、月山ジオパーク構想シンポジウム
が肘折いでゆ館で開催されました。この構想は、月
山周辺の貴重な資源や地質を保全すると共に教育や
観光に活かし、地域社会の活性化や振興につなげよ
うとするものです。月山周辺の鶴岡市、庄内町、西
川町、大蔵村、戸沢村の5市町村の関係者約70人が参
加して、基調講演や先進地の話題提供を受けてパネ
ルディスカッションが行われ、構想の実現に向けて
活発な意見を交換しました。

　 3 月19日（水）、肘折いでゆ館前の広場に作ってい
た巨大雪だるま「おおくら君」の完成式が現地で行
われました。お披露目された20代目のおおくら君は、
高さ13.12m、ウエスト100mの大きさで、約7500トン
もの雪が製作に使われました。目が「20」になって
いるのが特徴で、にこやかに笑っている顔は、林香
織さん（大蔵中1年）がデザインしました。完成式に参
加した肘折保育所の子どもたちは、隣に造られたす
べり台を早速楽しんでいました。

　 3 月 1 日（土）、日本で最も美しい村づくり講演会
が中央公民館で開催されました。「日本で最も美しい
村」連合理事の杉一浩氏を講師に迎え、未来に向け
た村づくりについて加盟町村の先進事例を紹介して
いただきながら、約60名の参加者の皆さんと学び合
いました。「今あるもので何が活かしきれてないかを
考えることが大事。果敢にチャレンジし、住民が生
活の営みに誇りが持てる素晴らしい村づくりを目指
してもらいたい。」といったお話をいただきました。

　この度、TUY放送CMダンス「ロックオン」に出
場したメゴ☆キッズohkuraが、TUY社長賞を受賞し
ました。肘折希望大橋完成を祝う横幕を背景に、33
名の大蔵っ子の元気ハツラツとしたダンスが評価さ
れたものです。受賞の知らせを聞いた子どもたちは、
歓声をあげて喜んでいました。

▲ダンスの模様は、Oh!蔵SPORTのHPでご覧いただけます
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▲「枝郷石髙相改指上帳」深沢村、今小屋村の部分
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鶴
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水道・下水道・浄化槽使用料、
村施設使用料の改定について

　大蔵村ではこれまで、予防接種を大蔵村診療所のみで実施してい
ましたが、平成26年4月から、予防接種の広域化を実施すること
となりました。
▷大蔵村診療所や村と契約している県内の医療機関で、予防接種を
受けることができます。

▷対象者には事前に必要書類を送付いたしますが、これまでのよう
に日時や場所の指定は行いません。予防接種を行う際は、保護者
の都合に合わせて、医療機関と個別に予約を行って接種すること
になります。

▷接種可能な医療機関や予防接種を受ける際に必要な書類について
は、個別に送付される通知をご覧ください。
�問合せ ���役場健康福祉課健康衛生係　☎75-2104（内線272）

平成26年４月から
お子さんの定期予防接種が広域化となります

（単位:μSv/h）

q測定方法:地上50㎝と1mの高さで測定しました。 q測定機器:シンチレーション式サーベイメータ

�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
大蔵村空間放射線測定結果

測定日
測定場
所

大蔵小中学校
グラウンド

大蔵村保育所
グラウンド

赤松生涯学習センター
駐車場

沼の台保育所
グラウンド

肘折いでゆ館前
広　場

地上高 地上50㎝ 地上1m 地上50㎝�� 地上1m 地上50㎝ 地上1m 地上50㎝ 地上1m 地上50㎝ 地上1m
平成26年
3月17日㈪ 測定値 0.04 0.04 0.05 0.05 0.05 0.06 欠測 欠測 欠測 欠測

【積雪の為　測定場所変更】
沼の台保育所
駐車場

肘折いでゆ館前
駐車場

地上50㎝ 地上1m 地上50㎝ 地上1m

0.04 0.04 0.04 0.04

I N F O R M A T I O N

第18回県北歌謡グランプリ・
県シニア歌謡選手権大会

◎日時　4/13（日）　開場8：30
　　　　　　　　　開演9：00
◎場所　鮭川村農村交流センター
◎入場料　1,000円

（老人クラブ会員無料）
◎部門　①一般②シニア（60歳

以上）③振興会
◎ゲスト　県歌謡振興会歴代グ

ランドチャンピオン
□問 最北歌謡振興会　溝口

 223−7433

第6師団創立52周年・
神町駐屯地創立58周年記念行事

◎日時　4/20（日）8：00～15：00
◎場所　陸上自衛隊神町駐屯地
◎内容　観閲式、観閲行進、訓練

展示、音楽演奏、戦車等の体
験搭乗、各種アトラクション等

□問 第6師団司令部広報室
20237−48−1151（内線5374）

危険物取扱者・消防設備士の
免状をお持ちの皆さまへ

　危険物取扱者・消防設備士の
義務として、消防法令では、免状
交付の日から10年以内毎に写真
の書換えをしなければならない
規定となっています。未だ写真

の書換えをされていない方は、
速やかに手続きをされるようお
知らせします。
□申 （一財）消防試験研究センター

山形県支部 2023−631−0761

NTT東日本の電話帳の
配達と回収について

　NTT東日本では、4月中に順
次、新しい電話帳を各家庭や事
業所へお届けします。現在お使
いの電話帳は配達時に回収しま
すので、配達員へお渡しくださ
い。不在時で配達員に古い電話
帳を渡せなかった場合は、後日
改めて回収に伺いますのでご連
絡お願いします。
□問 タウンページセンタ

20120−506−309

社会保障と税の一体改革説明会
in 山形

◎日時　4/24（木）13：30～15：30
◎会場　山形ビッグウイング
◎参加費　無料
◎定員　先着100名程度　
◎申込　東北財務局ＨＰをご覧

ください
◎締切　4/21（月）まで
□問 山形財務事務所総務課
 2023−641−5177

新庄信用金庫が
村の収納代理金融機関に

　新庄信用金庫本店および支店
で、大蔵村の公金（税金、上下水
道料、保育料等）のお支払いがで
きるようになりました。

新庄信用金庫　222−4222
　また、下記指定金融機関等で
は引き続き、納付書による納付・

口座振替がご利用できます。
◎JA山形もがみ大蔵支店
◎山形銀行新庄支店
◎荘内銀行おおくら支店
◎きらやか銀行新庄支店

※郵便局では、口座振替のご利
用はできますが、納付書によ
る納付はできません。

「大蔵村住宅リフォーム
補助制度」のお知らせ

　次の5分野のいずれか一つを含
むリフォームで、村内又は県内業
者施工の工事を補助対象とします。
部分補強（耐震化）・省エネ化・克雪化

バリアフリー化・県産木材の利用
○補助金額　村内業者の場合
　　工事費の20%で上限50万円
　　　　　　県内業者の場合　
　　工事費の10%で上限20万円
□問 役場地域整備課維持管理係
 275−2102

「山形デスティネーションキャン
ペーン（山形ＤＣ）」開催！

　平成26年6月14日から9月13日
まで、地方自治体と地域の観光
事業者等がＪＲグループと連携
して行う、日本最大規模の観光
キャンペーン「山形デスティネ
ーションキャンペーン」が開催
されます。
　県内外のお知り合いの方に、
ぜひ山形へお越しくださるよう
お声がけください。また、ＤＣ
期間中はたくさんのお客様が山
形県を訪れますので、みんなで
あたたかく歓迎しましょう。
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２
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◦
第
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７
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３
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台
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台
防

災
セ
ン
タ
ー
、
沼
台
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
開
所
式

22
日
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所
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園
式
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日
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◦
大
蔵
村
保
育
所
卒
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式

4
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予
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１
日
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◦
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保
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所
式

６
日
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◦
大
蔵
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学
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◦
大
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９
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台
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◦
行
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日
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日
㈫	

◦
大
蔵
中
学
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会

（2月16日～3月15日届出分）

お誕生おめでとう

 地区� 　お名前�  （保護者名）

肘 折 早坂　　薫
かおる

ちゃん  （隆一）

お悔み申し上げます

 地区�  お名前（年齢）� 世帯主
清水一 佐藤　正廣（84） 光　男
赤 松 斉藤福次郎（89） 和　
肘 折 横山　昌子（85） 重　樹
肘 折 須藤　昭子（86） 修　一

○届出の際に、掲載希望の確認
を行っています。窓口にお申
し出ください。

世帯数	 1,099戸	 （1,103戸）
　人口	 3,615人	 （3,741人）
　　男	 1,765人	 （1,802人）
　　女	 1,850人	 （1,939人）
　出生	 男	1人	 女	1人	 計	2人
　死亡	 4人	 4人	 8人
　転入	 1人	 2人	 3人
　転出	 2人	 5人	 7人

※平成26年2月末現在　（　）内は昨年同期

戸籍の窓
　消費税率の引き上げに伴い、平成26年4月1日より、下記料金が
改定されます。ご理解とご協力のほどお願いいたします。
　なお、詳細につきましては各担当課にお問合せください。

 担当　役場地域整備課上下水道係   ☎75−2102 
▷水道使用料　　▷下水道使用料　　▷浄化槽使用料

 担当　教育委員会生涯学習係    ☎75−2323 
▷中央公民館使用料　　▷赤松生涯学習センター使用料
▷南山交流センター使用料　　▷沼台生涯学習センター使用料
▷肘折生涯学習センター使用料　　▷野球場使用料

 担当　役場産業振興課商工観光係   ☎75−2105 
▷ふるさと味来館使用料
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広報

16むら美しく・人いきいき・キラリおおくら

ご卒園・ご卒業おめでとう！

卒業式スナップ集卒業式スナップ集卒業式スナップ集
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す
。

沼の台保育所卒園式（卒園児童5名） 大蔵村保育所卒園式（卒園児童23名）

大蔵小学校卒業式（卒業生31名）

大蔵中学校卒業式
　　　　　　（卒業生34名） 3/16

3/18
3/24

3/26 3/28

ホームページ 検索

肘折保育所卒園式（卒園児童3名）


